
SDRコンテスト捕捉結果

L1C/A,L1C,L1S

E1B

L1 SBAS

B1I,B1C



全信号リスト

https://gnss-learning.org/contest/

フロントエンドはPocket SDR
サンプリング周波数：6MHz
中間周波数：0Hz（ダイレクトコンバージョン）



信号の種類

• L1 SBAS,L1SはL1 C/Aと同様

• L1CはQZSS,GPS Block 3~

• B1Iは中心周波数が異なる（BeiDou 3~で送信）



SBAS PRN

https://qbic-gnss.org/wp-content/uploads/2021/02/21_wg3_06-4.pdf
2周波SBASの最新動向,電子航法研究所

https://qbic-gnss.org/wp-content/uploads/2021/02/21_wg3_06-4.pdf


信号捕捉の方法

•サーキュラコリレーションを採用

•はじめの捕捉では250Hzごと (L1C,E1,B1Cは
125Hzごと)

•ノンコヒーレント積分時間は10ms（E1は4ms）

•捕捉できた信号は10ms分（E1は4ms分）のコー
ドでFFTを行い細かいドップラ周波数を算出



以下信号捕捉結果



GPS,QZSS L1 C/A 14機中13機

衛星番号,ドップラ周波数,コード位相,peak/second peak



L1 C/Aの捕捉(G13)

拡大図

サンプリング周波数6MHz，C/Aコード長1ms
6000チップのうちデータの先頭がどこにあるか示す
1797番目に先頭がある



GPS,QZSS L1C 7機中7機



L1Cの捕捉(G18)

サンプリング周波数6MHz，L1Cコード長10ms
60000チップのうちデータの先頭がどこにあるか示す
7325番目に先頭がある



Galileo E1 8機中7機



L1 SBAS 8機中8機



L1S 4機中4機



B1I 24機中22機



B1C 12機中11機

L1帯の72/77の信号を
捕捉できた



当日の衛星配置(GNSS View)

GPSGalileo BeiDou

捕捉できなかった衛星

https://app.qzss.go.jp/GNSSView/gnssview.html?t=1709879533216



信号追尾（G05_L1 C/A）



ドップラ周波数（G05）

ドップラ周波数がコードに与
える影響はキャリアの1/1540



ノンコヒーレント積分処理時間
10->15secに変更

C14

C09

先ほどできなかったC09,C14
の捕捉も可能に



Galileo E1  4->12msに変更

C09,C14,E24はいずれも仰角30度未満であ
り，積分時間を延ばした効果が出ている


	スライド 1: SDRコンテスト捕捉結果
	スライド 2: 全信号リスト
	スライド 3: 信号の種類
	スライド 4: SBAS PRN
	スライド 5: 信号捕捉の方法
	スライド 6: 以下信号捕捉結果
	スライド 7: GPS,QZSS L1 C/A
	スライド 8: L1 C/Aの捕捉(G13)
	スライド 9: GPS,QZSS L1C
	スライド 10: L1Cの捕捉(G18)
	スライド 11: Galileo E1 
	スライド 12: L1 SBAS 
	スライド 13: L1S 
	スライド 14: B1I
	スライド 15: B1C
	スライド 16
	スライド 17: 信号追尾（G05_L1 C/A）
	スライド 18: ドップラ周波数（G05）
	スライド 19: ノンコヒーレント積分処理時間 10->15secに変更
	スライド 20: Galileo E1  4->12msに変更

